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      地域図書館だより 
 

 

いつも地域図書館（源流図書館）をご利用いただき、ありがとうございます。 

小学校は１０月３日の音楽会、中学校は９月２６日からのおおとり祭に向けて一生懸命練 

  習や準備をしています。 みなさん是非成果を見に来てあげてくださいね。 

                 2025.9.12現在 

書    名 著者名 出版社 

過疎ビジネス                            【地方自治】 横山 勲 集英社(新書) 

まんがで読める ごみってなんだろう？ 

世界一わかりやすいごみの本 

講談社/編 

滝沢秀一/監修 
講談社 

ちくちく！ あいうえお えほん いとでえがいたことばとあそぶ 神尾 茉利 誠文堂新光社 

鎌倉茶藝館                            【小説･物語】 伊吹 有喜 光文社 

９月１日の朝へ                          【小説･物語】 椰月 美智子 双葉社 

あなたが僕の父                         【小説･物語】 小野寺 史宜 双葉社 

春の星を一緒に                         【小説･物語】 藤岡 陽子 小学館 

白魔の檻 They were gone              【小説･物語】 山口 未桜 東京創元社 

父の回数                              【小説･物語】 王谷 晶 講談社 

今日未明                              【小説･物語】 辻堂 ゆめ 徳間書店 

追憶の鑑定人                          【小説･物語】 岩井 圭也 KADOKAWA 

医療Gメン氷見亜佐子 ペイシェントの刻印   【小説･物語】 本城 雅人 集英社(文庫) 

祈りのカルテ ２ 再会のセラピー           【小説･物語】 知念 実希人 KADOKAWA 

やさしいお店で謎解きを お店×ﾐｽﾃﾘｱﾝｿﾛｼﾞｰ 【小説･物語】 大崎 梢ほか 双葉社(文庫) 

涙の箱                                【小説･物語】 ハン・ガン 評論社 

ここで唐揚げ弁当を食べないでください       【エッセイ】 小原 晩 実業之日本社 

おとな小学生                             【エッセイ】 益田 ミリ ポプラ社(文庫) 

１９４５年８月６日あさ８時１５分、わたしは     【記録・手記】 いわさきちひろ/絵 童心社 

トマト / ごはん                              【絵本】 いまい まみ 福音館書店 

 

 裏面もごらんください。 

新着本です 



 

木祖村地域図書館 

TEL    0264-36-3262   

E-mail tosyokan@vill-kiso.com 

開館時間  平日 13:00～18:00  

土･日 9:00～17:00 

    （月曜休館） 

左のクイズの答え：② 

 

 

 

冷やして食べるとおいしい「甜瓜」。 

これはなんと読むでしょう？ 
 

① スイカ   ② メロン 

③ キウイ   ④ ヘチマ 

書    名 著者名 出版社 

ひとつひとつのいのちに In every life           【絵本】 ﾏｰﾗ・ﾌﾚｲｼﾞｰ ひさかたﾁｬｲﾙﾄﾞ 

くも                                        【絵本】 しおたにまみこ 偕成社 

うさこちゃんびじゅつかんへいく                 【絵本】 ディック・ブルーナ 福音館書店 

Shrink 15 精神科医ヨワイ                  【コミック】 七海 仁/原作 集英社 

INOZ １・２ 55歳から歩いて作る日本地図    【コミック】 こやす 珠世 小学館 

胚培養士ミズイロ ８                        【コミック】 おかざき 真里 小学館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“母親”が三人いるというちょっと

変わった家庭環境にある高永家の

四兄妹が、夏休みを経て九月一日

を迎えるまでを描く連作小説。  

いじめや性自認に悩みながらも

前を向く兄妹たちの姿や、支える

家族の思いやり・優しさが描かれ

た感動の物語です。 

（九月一日は日本で子どもが一

番多く命を絶ってしまう日だと言わ

れています） 

看護師の奈緒は、高

校生の涼介を育てるシ

ングルマザー。 縁あっ

て東京の緩和ケア病

棟で働くことに。 

一緒に働く医師三上

の「死は決して敗北で

はない。懸命に生き抜

いた先のゴール。」とい

う言葉が印象的でし

た。 

フェルトや布に刺繍の

糸で描かれた、たくさん

のことばたち。  この一

冊に、かわいくてとても

楽しい世界が広がって

います。 

『春の星を一緒に』  藤岡陽子/著 『９月１日の朝へ』   

椰月美智子/著 

『ちくちく！あいうえおえほん』 

神尾茉利/作 

ちょこっとクイズです 


